
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

九州におけるカラマツ林の材木構成に関する研究(第
1報)

井上, 由扶
九州大学農学部

柿原, 道喜
九州大学農学部

https://doi.org/10.15017/15815

出版情報：演習林集報. 8, pp.75-96, 1957-03-20. Kyushu University Forests
バージョン：
権利関係：



75

九州に転けるカラマツ林の林木

　構成に関する研究（第1報）

井上由扶・柿原道喜

Yoshisuke　INouE　and　Michiyoshi　KAKmAR　A：　Studies　on

　the　Stand　Composition　of　Larch　（Larix　KaemPferi

　　　　　Sarg．）　Forests　in　KyUsha．　District．　（1）

1　緒　　　富

国　九州におけるカラマツ林の概況

皿　調査結果

】V　信州カラマツ林との比較
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1　緒 言

　カラマツ（L　wix　KaemPfer－i　Sarg．）は日本特産樹種であって，その天然分布は長野県

を中心とする本州中央部に限られているが，人工林は長野，山梨，群馬地方から更に岩手，北

海道にも広く存在している．その用途は土木，建築，電柱，橋梁，鉱磯山，稲架木，包装用箱・

枕木などの用材のほか，最近は繊維資源としての用途が開けつxある・しかも森林資源の

欠乏に伴い，造林が容易で成長の旺盛なカラマツの価値は，広く認識せられるにいたり，そ

の造林面積は近年急激な増加を示している．

　九州地方では，大正初年頃より標高の高い山岳地の一・部にカラマツの造林が行われてい

るが，その面積，蓄積共に僅少で，一般のカラマツに対する関心は極めて薄く，その造林は

殆んど考えられていない．しかしながら，九州地方においても，その屋根を形成する阿蘇

山，久住山，祖母山等の高山地帯は，冷涼な温帯北部の気候状態を呈し・造林樹種として，ス

ギ，ヒノキよりもむしろ，カラマツが有利ではないかと考えられるところがある・従って阿

蘇山より九重山塊に連る広大な原野の上部地帯では，林地への造林樹種としての検討はも

とより，牧野樹林の造成上にも考慮されるべき樹種ではないかと認めるのである・これら

の観点から，現在九州地方に成林しているカラ・マツ林造林地の現況を調査し，これまでの施

業あるいは生育状況を調べることによって，将来の九州におけるカラマツ林育成の可能性

を検討する目的を以て，この調査を開始したのである・

　この調査ぽ熊本営林局の委託によって1955・》1956年に行われ，外業調査には高田和彦，

関屋雄衛長正道，宮崎安貞，川k哲三氏等の協力に負うところが少くない・特に記して深

甚の謝意を表する．
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亜　九州におけるカラマツ林の概況

　九州におけるカラマツの造林は大正時代より主として国有林に行われ，民有林では近年

にいたってごく一部に植えられているにすぎない．その面積は明らかでないが，国有林の

みについて経営案の簿冊より拾えば約130ha　1955年現在における林野庁の統計資料によ

れば，九州所在国有林のカラvツ林面積は，85．61ha蓄積は4，057　m簿その成長量は403　m3

であって，国有林カラマツ人工林の0．1％にも達しない．

　これらガラマツ林の主要分布地域は，第1衷及び第1図に示す通りであって，森，竹田両

経営区内の九重山塊地方に最も多く，その他阿蘇，雲仙，霧島，祖母山等の高山地帯に存在し

ている．造：林地の海抜高は850・一1，4’50・m附近にあって，その気象ことに気温の状態が温帯

北部のそれに酷似することは，第2衷の例に見られる通りであり，またその土壌も大部分が

火山灰土壌，ないしはこれに類する火山噛出物の堆積に起因するものであって，わが国にお

ける主要なカラマツ林造成地方とかなりよく似ている。従ってカラマツ造林地の生育状態

を見ると，峯筋などの風衝地を除けば，お製むね単木的には旺盛な成長を示している．しか

し九州のカラマツ林は，その大部分が標高の高い山岳の不便地に植えられているため，植栽

後の下刈が不十分で，蔓切，除伐なども行われないものが多く，林冠の欝閉した林分につい

ても枝打は電とより間伐の実行せられていないものが少くない．

　その結果として，雲仙（島原経営区23た，29か，41ぬ林班）久住山（森経営区30る，34

る林班）などのごとく他の樹種と混交して天然生に近い状態のものもあり，また内大臣経

営区10む，く林班，竹田経営区66ち林班，森経営区14わ林班などのごとく，暴風によって

倒壊するにいたったものも少くない．（写真第1図版a～d参照）

　カラマツが風衝地において生育が不良なごどは，涌蓋山（森経営区40は林班），久住山

（心経論義30る林班）なぜの峯筋に見られるところで，樹高低く，下枝を張って鼠殺木と

なり，甚だしきは盆栽状を呈するにいたっている．（写真第丑図版a～d参照）

　しかし，以上のよ’うな特殊なカラマツ林分を除いては，一般に九州のカラマツ林は，本数

密度が大きいにも拘らず，直径成長はかなり良く，樹高成蔓は20～30年にいたって著しく

劣えるため，樹幹は減殺となり，樹冠の拡がりが貧弱な林木が多い．（写真第皿図版a～P

参照）

　林床植生の多くは笹生地であるが，ところによっては灌木や雑草類に占められている．

皿　調　査　結　果

　1　調　　査　一品

　こXに資料として用いたカラマツ林の調査地は，いずれも九州の中部山岳地帯にある国

：有林である．調査は，昭和30年，31年の2年間にわたり，森，竹田，高千穂，内大臣，島原の生

経：営区内にある猟師岳，涌蓋LI」，平家山，崩ケ平山，久住山，祖母山塊，雲仙岳，大矢国有林等

のカラマツ林について行った．しかし雲仙岳所在のカラマツ林は，殆んどヒノキ，クロマ

ツ，モミとの単木的混交状態を呈し，大矢国有林のものは，最：近の暴風により影しい風倒被

害を生じているので，こ凡にはカラマツの鶴閉した純林のみを：取扱う．ことNして除外した．

　標準地は各小班毎に1個所つつとったが，その林分が谷より峯にわたって連続し，地位を
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　　　第1表　九州のカラマツ林所在地
Table　1　Locations　of　larch　ferests　in　Ky－ush’u．　District
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ヒノキ，アカマツと’の混交林・

lr一ノキ，モミ，クロマツとの混交林

下草植生：イヌツゲ，ミヤマキリシマ

風害甚大
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i，200　1

ユ．200．

1．150
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ユ．200
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1．2QO
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　ジ，クマイザサ

ユ．150

LOOO

　　950

　950
　ユ．000

　1，200

LIOO
．・v戟D450

　1．300

　工．350

　1，200

　1．300

下草植生＝ネザサ，ノyウツギ

下璋：植生：クマイザサ，ネザサ，ススキが密生

　する．

下草植生：ネザサ，ススキー

下草植生：ノリウツギ，スゲ，アセビ

1．300　1

下草植生　ネザサが点生する．

一部マツと混交する．
下草植生：チヂミザサ・，スゲ，ネザサ，キ・イチ
　ゴ，ススキ，ニワトコ，ウツギ，ヤマモミジ・
　ミズキーが点生する．

下草植生：チヂミザサ，キイチゴ

下草植生　なし

一部マツと混交する．
下草植生：ノマザサ，ノリゥヅギ
風衝地にある．

下草植生：コナラ，ノリウツギ，．ヤマモミジが．
点生する・
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以上の他に

大分県玖珠郡九重町野上地区所在の九州林産株式会社所有林

山本県阿蘇都産山村所在阿蘇農業国校演習白

熊本県上益城郡矢部町下矢各地区所在の民有林，

熊本県玖磨郡水上村草山国有林

などにカラマツ林が存在する．

　　　　第1図　九州のカラマツ林所在地

Fig，　1　Locations　of　larch　forests　in　Kylishtt　District
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第2表　　阿蘇山上測候所気象観測（1945～1954年の平均）

Table　2　Observation　deta　of　Asozan　meteorological　station

　　　　　　　（average　among　1945－1954）
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異にするような小班では，上下2ケ所の標準地をとり，結局総計19個所の標準地をとった．

カラマツの標準地設定については，本州中部以北より北海道地方にかけてのカラマツ林と

の比較検討を試みるため，なるべく保育の正常に近い林分を見出すことにつとめた。しか



79・

し，九州のカラマツ林には，地利的関係から，保育手遅れ林分がきわめて多いため，大面積に

わたり連続して樹冠の欝閉した純林状の林分を求めることは容易でない．従って調査した

各標準地の面積は大部分小さいことはやむを得ない．

　　　　　　　　　　　標　準　地　数

所　　在　　地 標　準　地　数

回
寒
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猟
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師
蓋
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母

平
内
住
岳
山
山
塊

2
3
4
9
一
2
」
4
2

計 19

　2樹幹析解
標準地内のカラvツを主副林木別に分けて毎木調査し，主林木または副林木別の中央木

を1～2本伐倒し総数28本の寸寸丁丁を行ったほか，高能平経営区内においては，風倒本

8本についても樹幹自門を行った．その結果は第3表及び策4表の通りである。

第3表　標準木の樹幹析解
Table　3　Stem　analysis　of　sample　trees
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主
心
意　1

名　痢所在地
A、林木

u別
胸高直径 樹高 幹材積 胸高形数

材　　積

ｬ長率
1・i寒嚇・i　〃　　　　　231〃　　　　　3 高

命 ii郵1iゴ 　m藷
O，096

Oユ25

O，049

0．48

O．44

O．67

　％7．78

S．92

P2．39

4
5
6
7
8
9
0
1
2

　
　
　
　
　
　
1
⊥
1
1
↓
13［　ii

14

151　i！

16　i猟師岳
171　！i

18　涌蓋山

1
”
2
”
1
2
〃
3
4
〃
1
〃
1
2
1

平
　
　
住
　
　
　
穂
岳
山

CJ男？」㌘1魚．’1：1

〃　〃〃・〃主「14．1
〃　　　　〃　　〃　　　〃　　 崔劃　　　　g．6

竹田礪区ち↓・4匡8・5

〃　61は1281！！｝148
f7　　　　！ノ　　！ノ　　「28　唱ta．　IJ　　　10．5

〃　64た12主　8．4
1！　65　ez　i，15，！1　1，　g．or

（！．J．・“．Lcr．．　L．　1　i！　i’　eslj　［　s．o

膏千穂饗篇ほ1：：

森経騒わ127主1・7，5

聯弾鎗該ll：1

10．5

8，1　’

11．9

9．6

5．6

13．0

ユ0。4

5．9

7．7

5．2

ユ1．8

11．0

10．6

8．9

1工7

O．084

0．025

0．089

0，035

0．017

0．112　i

O．052　t

O．52

0．rJ　s

O．48

0，51

0，49

0，50

0．58

o，oi61　o．46

0．028　1　O．50

0．006　．’　O．63

0．087　1　O．50

0．050　1　O．52

gls2，g　li　gig？

0ユ0110．50

　　1

10．18

6．67

10．02

6．06

21．69

3．84

4．87

42．54

13．81

15．37

6．59i

6．28

6．98

4．13

8．96



80

9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

1
2
2
2
2
2
2
2
．
2
2
2

標　　準　　地

名　捌所在地
ノグ

平家山
1！

1！

1！

11

！1

1一

！1

崩ケ平

2
1
〃
2
〃
3
／
4
〃
〃

〃
ろ
汐
よ
〃
〃
〃
わ
〃
ノ
を

〃
B
〃
M
一
〃
ノ
〃
U
〃
〃
飢
．

〃

〃
　
〃

〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃

〃
　
〃
　
〃

年主副
　林木駒高直径．樹　高

令別1
〃

ノ
副
主
副
主
張
主
ノ
副
主

％…

�
V
3
0
〃
〃
ノ
％
〃
〃
羽

1／O．5

11．8

7．7

18．5

12．8

17．0

14．2

16．2

16．3

12．8

17．0

8．3

7．7

5．0

11．9

9．4

15．0

133

15，0

ユ2．4

10n1

11．6

幹材積

O．040

0．045

0．017

’O．15テ

O．060

0．175

0．102

0．172

0．141

0．066

0．099

胸諦帳薙

O．56

0．54

0．73

0．49

0．50

0．51L

O．49

0．56

0．55
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0．45
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3．62
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（註）表中29は森経営区崩ケ平国有林の資料である．・『

　　　　　　　　　第4表　　カラマツ風倒木の樹幹析解

　　　　　　　Table　4　Stem　analysis　of　blow　down　trees

鶴」鵬醗樹高材積塵縢
’1 13．Ocm 11．7m 0．087m3 0．56

2 16．5 ユ1．6 0ユ44 0．58

3 10．5 11．1 0，056 α58

4 ユ8．0 12．7 0，151 0．47

5 17．0 12．0 0，136 0．50

6 15．．5 13．5 0．ユ214 0．49

7 5．5 5．8 0，OO9 0．66

8 8．0 9．8 0，028 0．58

一

　　　　　　　（註）高千穂経営区75ぬ内25年生カラ受ツ

　3材積表の選択
従来，九州地方におけるカラマツ林については殆んど三献がなく，立木幹材積表も存在し

ていない．そこでわが国の各地方で調製されたカラマツの立木幹材積表を比較検討したと

ころ，九州地方めカラマツに対しては北海道立木幹材積表＊が最もよく適合することを認め

た．

　いま適合度を検定するため，．ヒ記の樹幹析解木37本について，樹幹析解による材積（の

と北海道立木幹材積表による材積（x）との回帰式ツーa＋（κ一動を計算すると

．y　一　O．0815　一1一　O．9709　（x－O，0834）　＝＝＝O．OOO5　十　O．9709　x
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　　　a－b審・娠一7器灘・一…59＜t・，Ql

　　　　　　b　：　t，一　i・　O’9119－li　1－o．44i　〈t，．，i

　　　　　　　　　　／Vl，

　となりa，bいずれにも有意差は認められない．よって中島広吉調製の北海道立木幹材

積衷（落葉松の部）は，九州地方のカラマツ林立木幹材積表として使用し得るものと認め・

これを用いることにした．

　第2図はカラマツの樹幹門門による立木幹材積と，北海道立木幹材積表との関係を示す

ものである．

　　　　　　　　　　　　第2図材積回帰図
　　　　　　　　　　　　　　Fig．　2　Volume　regression
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　4　林分構　成
前記のごとく，九州におけるカラVツ林は，立地条件，施業の集約度，被害の大小などによ

って，林分構造に著しい差異が見られる．ゆえにごXでは，疎悪林分や混交林風衝地林な

どの特殊なカラマツ林は一応除外し，九州の中部山岳地帯に分布するカラマツ造林地のう

ちより，比較的本数密度の均一性に富む単層的林分を選定して，その構成要素を調査した．

各標準地の所在，面積，林齢，主副林木別の林分構成要素などを一括したのが第5表であり，

それらのうち，比較的古い造林地の2，3について，径級別本数分配及び樹高級別本数分配
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第5表カラマツ林
　　Table　5　Stand　compositsion

標　　準　　地

名　称

寒の地獄1

　　　2
　　　3
崩ケ平1
　　　2
久　住1
　　　2
　　　3
　　　4
旧弊岳1
　　　2
涌蓋山1
　　　2
平家山1
　　　2
　　　3
　　　4
高千穂1
　　　2

所在地

齢隅

林
令

地
積
）

準
　
　
a

　
　
　

標
面
（

7
0
0
4
6
3
5
6
7
0
8
3
7
5
4
1
5
6
4

9
9
7
7
2
1
4
4
2
6
6
8
2
3
5
5
3
7
3

1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
．
α
α
0
．
α
α
0
。
0
。
0
，
0
，
0
，
α
α
α
α
α
α
α
α

主　　　　林

叢劉鵜

木

㎝
7
3
5
0
B
1
0
0
0
2
β
1
9
7
9
7
ユ
9
5

a
乳
a
4
3
a
a
＆
a
a
6
a
1
1
8
9
8
4

1
1
1
1
1
　
1
　
　
1
1
ー
ユ
丁
丁
ユ
ー
－

m
珀
⑳
脇
U
㎝
即
加
稲
編
％
鴇
α
β
猟
a
9
α
2
％
⑳
㎜

ー
ユ
　

一
1
　
一
　
　
　
　
　
ユ
　
　

一
1
1
1

14．7 P　11．5・

ha，当
り本数

瓦a当
り胸高

断面積

924

1，078

914

1．878

1．846

2．615　1’

1．711

1．935

1．333　1，

1．031

943

1．387

1．898

2．429

949

1．327

857

776

882

2

牙
3
お
β
9
3
2
2
ユ
β
ゆ
ユ
9
4
4
£
7
2
五

8
3
1
9
7
4
5
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！
4
7
1
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3
5

1
2
1
2
2
1
3
1
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3
2
2
2
4
2
1
1

ha当
り材積

　ms
111．3　，

141．3

35．6

162，4

148．4

46．9

213．8

44．3

44．4

138．8

90．5

157．2

95．8

93．6

ユ37．5

241．3

131．2

78．9

84．3

当
均
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平
長

㎞
り
成
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2
4
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9
4
6
7
0
1
2
0
0
5
6
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コ
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ロ
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6
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7
3
3
5
3
6
4
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4
8
4
3
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（註）：平均直径，平均樹高は算術平均値

を示すと第3図，第4図の通りである．その他の各標準地についても本数分配を検討する

に，一般に保育，間伐の適度に行われた整一なカラマツ林分は，猟師岳No．2のごとく分散

の狭いnormal　CUrveに近似し，保育間伐の適度に行われていない手遅れ林分は平家山

　　　　　　　　　　　第3図　直径即日本数分配曲線
　　　　　　Fig．　3　Distribution　of　stem　number　by　diarneter　grade
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の　林　分　講　成
of　larch　forests，

副 林 木 主・副林木合計
平均
直径
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No・3の例に見られるように，その散らばりが大きい．第5表において，主林木に対する副

林木の本数率が大きい林分は概ね後者に属する過密林分といえよう、

　　　　　　　　　　第4今回高階別本数分配曲線
　　　　　　Fig．　4　Distribution　of　stem　number　by　height　grade
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次に，近年新植せられた幼令カラマツ林について，活着率及び成長状態を見るため調査せ

られた結果を示すと第6表の通りである．

　　　　　　　　　　第6表幼齢カラマツ林の林分構成

　　　　　　　Table　6　Stand　composition　of　young　larch　forests

所在地騰準闘齢．！平均鵬袈綴
竹田経営区
　　63　ち

　　63　た

　　64　そ

　　64れ
　　68　ほ

　hA
O．10

11

！1

！！

1！

F
D
5
5
ハ
0
7
醒

　m1．36

0．76

1．10

1，05

1，51

1．230

460・

640

1．500

2．260

（註）；植栽本数はha当り21000～2，500本

皿信州カラマツ林との比較

　九州中部山岳地帯に生育するカラマツ林の林分的特徴を検討するために，わが国の代表

的な信州カラマツとの比較を試みることxし，比較資料として嶺一三調製の信州カラマツ

林収穫表＊を用いた．比較の結果は第5図～第12図の通りである．

　　　　　　　　　　第5図林令対本数
　　　　　　　　　　　　Fig．　5　Stem　number　to　age

転
“）　200c

森
木
asc　1．oco

獄

v　考 察

考察は主として信州カラマツ林と比較しながら行う．以下何等地とあるのは信州カラマ

ツ林のことである．

　1　ha当り主林木本数

ha当りの主林木本数は第5図に示すように概して多く，皿～W等地ないしそれ以上の本

＊嶺一三　収穫表に関する基礎的考察と信州カラマツ林収穫表の調製一1955一
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　　第6図直径対本数
Fig．　6　Stem　number　to　diarneter　breas”t　height
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第7図林令対胸高直径
Fig．　7　Diarneter　breast　height　to　age

嘗

徒
1

。
職
4
麺
魂
η

．1．
@“s　，一’　SL．

s 10 15　20　’．，25　．SO’（＃）

　　　　　林令

数をもつ林分が多い．高千穂No－1，　No－2などのごとく，比較的本数密度の小さい林分も

見られるが，これは風倒木による自然淘汰のためであって，実質的に適正な本数といえない

ことは第5表の副林木の占める割合の多いことからも察知されるところである．また本数

箸度の多少を見るため主林木平均直径と本数との関係を示したのが第6図で，これによっ

て九州のカラVツ林の多くが本数密度が大きいことが知られる．

　この原因としては，植栽本数の多かったにも拘らず，間伐がほとんど行われていないこと

があげられる．すなわち，九州地方におけるカラマツの植栽本数は，最近ではha当り2，000

本内外を植栽されているが，現在成乱しているカラマツ林は3，000～4，000本内外を植栽さ

れたものである．このように植栽本数が多いのに，カラマツ造林地がきわめて不便な山岳

林の奥地にあるため，一般に植栽後の保育が充分でなく，間伐は手おくれのところが多い．
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従って本数密度が大となり，樹冠の競含が激しいため，その発達は貧弱となって，遂には被

圧，衰勢木を生ずるにいたる．

　2　主林木平均直径及び平均樹高

主林木の平均直径は第7図に示すように，本数密度が大きいにも拘らず，五～皿等地の値

を示し，大体良好な生育をとげている。故に過密状態にある林分に対し適度の保育的間伐

をはかるならば，本数の減少にともなって，その直径成長はさらに良くなるものと思われ

第8図林令対樹高
　　Fig．　8　Tree　height　to　age
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　　第9図直径対樹高
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る，たx・’し，本数密度の過大なため樹冠の発達が悪く，保育伐によってその回復を期待でき

ない状態となった柵に対しては，間伐を行うことは危険である．

主林木の平均樹高は第8図に示すように，皿～W等地に相当し，樹高成長は不良である・

標準地のうちには，寒の地獄No－3のように峯筋の風衝地にあるため樹高成長の劣るもの

もあるが，大部分のカラマツ林については，直径成長は比較的よく樹高成長が劣っていると

いえる・これは，ee　9図に示す直径に対する樹高の関係をみても判断せられる．このため，

第12図に示すごとく，九州のカラマツは胸高形数が小さく，樹形は梢殺になっている．

　この原因として，次のようなことが考えられる．

　（・・r）’まず気候的条件としては，九州地方は信州地方に比し，約2倍の雨：量（年降雨量

2，500／v3，000　mm：）があること，成長期間］Iiの空rD湿度が高いこと，海抜高が高く風の強い

こと，殆んど毎年のように暴風の襲来することなどの顕著な差異を有している．

　（・）人為的条件としては，前述の植栽本数が多く，しか屯間伐などの保育施業が殆んど

行われていない結果として，一般に林分が整一でなく，本数密度の極端に大きいところが多

いことなどがあげられる．

　以／＝は生育環境の異る主要な点であるが，これらの特徴が何故に樹高成長に：大きく影響

するか．は明瞭でなく，今後の検討にまたねばならない．

　3　ha当りの主林木胸高断面積

　ha当りの主林木胸高断面積は第10図のように一般に大きい傾向が見られる．これはい

　　第10図林三門胸高断面積
Table　10　Cross　section　area　of　breast　height　to　age
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第11二二三二材積
　　Fig．　11　Volume　te　age
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第12図樹高対胸高形数
Fig．　12　Form　factor　to　tree　height
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　　　　（註）信州：地方は収穫表の亙等：地より計算

うまでもなく胸高直径に起因するものではなく，本数密度が大きいためである．すなわち，

これを崩ケ平No－1，　No－2を例にとって見ると，ha当りの主林木胸高断面積は29．6　m2，

27。9m2であって，非常に大きいが，その本数が1878本，1846本と極端に多いのに対して，

胸高直径は14．0　cm，13．8　cmで皿～IV等地にあたり，むしろ・J・さい方であることからも首

肯できよう．

　4　ha当りの主林木材積

　ha当りの主林木材積は第ユ1図に示すように比較的大きい．胸高直径及び樹高の数値か

ら考え，叉第12図のように胸高形数も小さいことから，単木材積は一般に小さいが，その

割含に林分材積が小さくないことは本数の多いためである．例えば久住No－2において，

ha当りの主林木材積は213．8　meであって1等地に相当するが，その平均直径は16．O　cm
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で五等地，平均樹高は12．OmでN～N等地にあたり，その単木材積は小さい。

　このように主林木の幹材’積のみを比較するならば，九州のカラマツ林は信州地方に較べ

て決して劣らないように認められるが，その内容は閥伐手おくれによる本数過密のためで

あって，樹高及び胸高形数の小さい梢殺木の多い点から見れば，材積生産量が特に多いとは

考えられないのみでなく，材質的には著しく劣るものということができよう．

vr総 括

　九州におけるカラマツの造林面積は僅少であるが，その分布はかなり広く，中央部の山岳

地帯を中心として南は霧島，西は雲仙におよぶ．立地条件としては大部分が海抜1，000m

内外の火山灰士に蔽われた山岳地帯が選ばれ，地利に恵まれないため，保育，手遅れ林分：が

多い．九州中部山岳地帯の国有：林に生育するカラマツ林の資料につき，信州カラマツ林収

穫表と比較して，その特徴を要約すると次の通りである．

　　1）本数密度が大きい．

　　2）直径成長はよいが樹高成長は劣る．

　　3）胸高形数が小さく，樹形が梢殺である．

　　4）立木幹材積表は，北海道立木幹材積表がよく適合する．

　一般に蔓切，除伐，間伐などの保育が遅れていることN，風衝の関係から形質はよくない

が，風当りの強くないところでは相当の材積成長を期待できる．た黛し，暴風による風倒被

害が多いことは注意すべきである．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：R6sum6

　　　　Thi…p6rt・im．・t・c1・・ify　the　stan“・・mp9・itign’・f　1・・ρh　f・・est・in
　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ　づ

K：yUshU　District　and　to’obtain　a　guide　for　their．management　in　the　future．

And　the　present　reports　is　oll　the　results　of　the　inv・6sti倉ations　carried　out　at

Mt．　KujU，　Mt．　Ryδshi，　Mt．　Waita，　Mt．　Heike　and　Mt，　Sobo　in　the　Mori，　Takeda

and　Takachiho　working　units　of　the　national　forest．

　　　The　results　are　summariZe．d　as　follows：　　　國、．・’　t

　　　・・1．「The　results　of　the　stem　analysis．are　given，　in　Tables．3　and　4．

　　・2．’The　regressio血equation　between　thelvolume（のby　stem・　analysis　and

，　　the　volume（x）by　l‘Hokkaido　Standihg　Volu血e　Table”is　l　I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　y　＝　．0．0005　．十　〇．9709．x・

　　　　　and　there　is　no　significant　difference　observed．

　　　3．The　stand　composition　is　as　shown　in　Table’5and　Figs；3・and　4．

　　　4．The　results　of　comparison　with　larch　forests．　in’Shinshtt　District　are

　　　　　shown　in　Figs．5－12，　　　　　　　・．．．・

　　　Judging　from’．’the　above　results，　the．peculiarities　6f’larch　forests　in
　　　　　　　　　　　　　レ　
Kyttshu　District　are　as　follows：　　’・’・一

　　　1．The　stand　density　is　dense．　　　　　　　　　・　・

　　　2．The　growth　in　d．　b．　h．　is　good，　but　the　glrowth　in　tree　height　is　bad。

　　　3．The　trees　are　of　tapering　tree　form．

　　　4．The“Hokkaido　Standing　Volume　Tabe”is　very　well　apPIicable　to　the

　　　　　stem　volume　in　KyOshU．

　　　5．They　are　susceptible　to　typhoon　damages．
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第1図版　カラマツ林の暴風による被害状況

Plate　1　Larch　forests　by　wind　damage

a大矢国有林の1925年植カラマツ風
　害林（内大臣10く）11．VII．1956
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c平家山国有林の1927年植カラマツ
　林の風害（森14わ）22．II，1956
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d　崩ケ平国有林の1933年植カラマツ林風倒木

d　at　Kuegahira　national　forest

c　at　Mt．　Heike
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第皿図版風衝：地のカラマツ林
Plate　ll　Larch　forests　of　windy　zone
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　　　　　目皿図版　九州におけるカラマツ林の林分構成

Plate　III　Stand　composition　of　larch　forests　in　Kyitsh－u　District

a涌蓋山Nα11927年植カラマツ林

　の林冠（森40は）27．VII．1955

a　at　Mt．　Waita　No．　1

b涌蓋山No．11927年植カツマツ林

の林分構成（森40は）27．VII．1955

b　at　Mt　Waita　No．1

c平家山No．11926年植カラマツ林

　　の林冠（森14よ）21，II．　1956

c　at　Mt．　Heike　No．　1

d平家山No．11926年植カラマツ林

　の林分構成（森14よ）21．II，1956

d　at　Mt．　Heike　No．　1
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・久住N・・2　1928年植カラマツ林の

林冠構成（竹田61は）9．VIIL　lg56
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f久住No，21928年植カラマツ林の

林分構成（竹田61は）9。VIII．1956
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g崩ケ平No，21933年植カラマツ林

の林冠構成（森21を）7・VIII・1956

g　at　Kuegahira　No．　2

h崩ケ平No．21933年殖カラマツ林

の林分講成（森21を）7・VIII・1956
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h　at　Kuegahira　No．　2
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i平家山：No．21926年植カラマツ林

　　の園圃（森14よ）21．II．1956

k久住No．3ユ944年植：カラマツ林

　　（竹田64た）9．VIII．1956

k　at　Kuj－u　No．3

i　”．　Mt．　Helke　No．2

j一平家山：No．2ユ926年植カラマツ林

　の林分構成（森14よ）21．II．1956
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m猟師岳No．11928年植のカラマツ

　林相（森35わ）27．VII．1955
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